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芽
室
町
総
合
計
画
の
策
定
と
運
用
に
関
す
る
条
例

平
成
27
年
12
月
28
日
条
例
第
54
号

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
総
合
計
画
の
策
定
と
運
用
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、町
が
進
め
る
政
策
、

施
策
及
び
事
業
（
以
下
「
政
策
等
」
と
い
い
ま
す
。）
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
用
語
の
意
味
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
の
用
語
の
意
味
は
、
芽
室
町
自

治
基
本
条
例
（
平
成
19
年
条
例
第
３
号
）
に
準
じ
ま
す
。

（
総
合
計
画
の
名
称
）

第
３
条　

総
合
計
画
の
名
称
は
、「
第　

期
芽
室
町
総
合
計
画

　

年
度
～　

年
度
」
と
し
ま
す
。

（
総
合
計
画
の
体
系
）

第
４
条　

総
合
計
画
は
、
町
民
が
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
と

す
る
た
め
、
町
が
進
め
る
政
策
等
を
分
か
り
や
す
く
体
系
化

し
ま
す
。

（
総
合
計
画
の
構
成
）

第
５
条　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
実
施
計
画
及
び
実
行
計

画
で
構
成
し
、
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
議
会

の
議
決
対
象
と
し
ま
す
。

（
基
本
構
想
）

第
６
条　

基
本
構
想
は
、
原
則
８
年
と
し
、
町
政
運
営
の
理

念
、
基
本
的
な
政
策
の
方
向
性
そ
の
他
総
合
計
画
の
推
進
に

当
た
っ
て
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
当
該
総
合
計
画
の
策
定

及
び
運
用
の
指
針
と
し
ま
す
。

（
実
施
計
画
）

第
７
条　

実
施
計
画
は
、
原
則
前
期
４
年
の
前
期
実
施
計
画
及

び
後
期
４
年
の
後
期
実
施
計
画
に
よ
り
構
成
し
、
前
期
実
施

計
画
期
間
中
の
４
年
目
に
、
議
会
の
議
決
を
経
て
後
期
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

２　

実
施
計
画
は
、
基
本
構
想
に
示
し
た
将
来
像
、
政
策
等
に

基
づ
き
、
具
体
的
な
施
策
展
開
の
方
向
と
達
成
す
べ
き
施
策

目
標
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
実
行
計
画
）

第
８
条　

実
行
計
画
は
、
実
施
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
の
適

切
な
進
行
管
理
に
必
要
な
向
こ
う
３
年
間
の
具
体
的
な
事
業

内
容
を
定
め
る
進
行
管
理
計
画
と
し
、
公
表
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

（
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
の
策
定
手
順
）

第
９
条　

町
長
等
は
、
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
交
換
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
募
集
等
に
よ
り
広
く
町
民
の
参
加

機
会
を
保
障
し
ま
す
。

２　

基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
は
、
政
策
等
の
実
効
性
の
確
保

の
た
め
、
芽
室
町
中
期
財
政
計
画
等
と
の
整
合
性
に
留
意
し

て
策
定
し
ま
す
。

３　

町
長
は
、
多
様
な
方
法
で
町
民
の
参
加
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
職
員
の
参
加
等
を
踏
ま
え
て
基
本
構
想
及
び
実
施
計

画
原
案
（
以
下
「
計
画
原
案
」
と
い
い
ま
す
。）
を
作
成
し
、

芽
室
町
総
合
計
画
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
い
ま
す
。）

に
諮
問
し
ま
す
。

４　

審
議
会
は
、町
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
計
画
原
案
に
つ
い
て
、

町
民
の
視
点
か
ら
慎
重
か
つ
活
発
な
審
議
を
行
い
、
町
長
に

答
申
し
ま
す
。

５　

町
長
は
、
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
尊
重
し
て
基
本
構
想
及

び
実
施
計
画
案
を
策
定
し
、
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

６　

町
長
等
は
、
第
３
項
に
定
め
る
町
民
の
参
加
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
の
策
定
及
び
推

進
に
当
た
っ
て
討
議
す
べ
き
課
題
及
び
論
点
を
整
理
し
た
文

書
、
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
作
成
し
、
町
民
に
提
供
し
ま
す
。

７　

町
民
は
、
前
項
に
規
定
す
る
情
報
の
作
成
及
び
提
供
に
関

し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
総
合
計
画
の
見
直
し
）

第
10
条　

町
長
は
、
政
策
等
の
追
加
、
変
更
又
は
廃
止
の
必
要

が
生
じ
た
と
き
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
基
本
構
想
及
び

実
施
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　

町
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
見
直
し
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
広
く
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

可
能
な
限
り
町
民
の
参
加
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

（
総
合
計
画
と
予
算
の
原
則
）

第
11
条　

町
が
進
め
る
政
策
等
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
予
算

化
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

（
各
政
策
分
野
の
基
本
的
な
計
画
）

第
12
条　

芽
室
町
議
会
基
本
条
例
（
平
成
25
年
条
例
第
27
号
）

第
14
条
に
規
定
す
る
議
会
の
議
決
事
項
と
す
る
計
画
を
含
め

て
、
各
政
策
分
野
の
基
本
的
な
計
画
の
策
定
又
は
改
定
は
、

総
合
計
画
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な

調
整
の
も
と
に
行
い
ま
す
。

　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
既
に
策
定
さ
れ
て
い

る
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、こ
の
条
例
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
り
ま
す
。　
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地
方
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と
で
、
行
政
機
関
の
監
視
、

調
査
、
政
策
形
成
及
び
提
案
機
能
を
十
分
発
揮
し
な
が
ら
、
日

本
国
憲
法
に
定
め
る
地
方
自
治
の
本
旨
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

芽
室
町
議
会（
以
下「
議
会
」と
い
い
ま
す
。）は
、町
民
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
い
ま
す
。）
で
構
成
し
、

本
町
の
最
高
規
範
で
あ
る
芽
室
町
自
治
基
本
条
例
（
平
成
19
年

芽
室
町
条
例
第
３
号
）に
よ
る
議
会
の
役
割
と
責
務
に
基
づ
き
、

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平

委
員
会
、
農
業
委
員
会
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
以

下
「
町
長
等
」
と
い
い
ま
す
。）
と
緊
張
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、

町
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
町
民
全
体

の
福
祉
向
上
と
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
の
た
め
に
活
動
し

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
は
合
議
制
の
議
事
機
関
で
あ
り
、
町
民
へ
の
積

極
的
な
情
報
の
公
開
、
共
有
と
説
明
責
任
の
遂
行
に
よ
り
、
町

民
の
意
思
を
的
確
に
把
握
し
、自
由
か
っ
達
な
討
議
を
通
じ
て
、

最
も
有
益
な
結
論
に
導
い
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
は
、
研
鑽
を
積
み
、
町
民
参
加
を
基
本
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
議
会
の
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

「
分
か
り
や
す
い
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
、
行
動
す
る
議
会
」

を
目
指
し
、
町
民
の
信
託
に
全
力
で
応
え
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　
第
１
章
　
総
　
則

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
議
会
が
果
た
す
べ
き
自
主
的
か
つ
自

律
的
な
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、

議
会
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民
全
体
の
福
祉

向
上
と
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

（
基
本
理
念
）

第
２
条　

議
会
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
負
託
と
信
頼
に
応

え
、
大
局
的
な
視
点
か
ら
意
思
決
定
し
、
真
の
地
方
自
治
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

議
会
は
、
町
政
運
営
に
関
す
る
監
視
、
調
査
、
政
策
形
成

及
び
提
言
機
能
を
併
せ
持
つ
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し

ま
す
。

３　

議
会
は
、
予
算
及
び
決
算
を
は
じ
め
と
す
る
町
政
に
係
る

様
々
な
事
項
に
対
し
、
議
事
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し

ま
す
。

４　

議
会
は
、
広
く
町
民
の
意
思
を
把
握
し
、
町
政
に
的
確
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
議
員
個
々
の
資
質
を
高
め
、

議
会
機
能
の
強
化
並
び
に
活
性
化
に
取
り
組
み
、
議
会
力
及

び
議
員
力
を
強
化
し
ま
す
。

芽
室
町
議
会
基
本
条
例

平
成
25
年
３
月
26
日
条
例
第
27
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
正平

成
26
年
12
月
25
日
条
例
第
44
号

平
成
27
年
３
月
27
日
条
例
第
32
号

平
成
28
年
３
月
28
日
条
例
第
22
号

目
次

　

第
１
章　

総
則
（
第
１
条
・
第
２
条
）

　

第
２
章　

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
と
政
治
倫
理
（
第
３
条
―
第
７
条
）

　

第
３
章　

町
民
と
議
会
と
の
関
係
（
第
８
条
―
第
10
条
）

　

第
４
章　

町
長
等
と
議
会
と
の
関
係
（
第
11
条
―
第
15
条
）

　

第
５
章　

議
員
相
互
の
討
議
（
第
16
条
・
第
17
条
）

　

第
６
章　

適
正
な
議
会
機
能
（
第
18
条
―
第
25
条
）

　

第
７
章　

会
議
の
運
営
（
第
26
条
・
第
27
条
）

　

第
８
章　

議
員
定
数
・
報
酬
等
（
第
28
条
・
第
29
条
）

　

第
９
章　

最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続
き
（
第
30
条
・
第
31
条
）

　

附
則
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第
２
章
　
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
と
政
治
倫
理

（
議
会
の
活
動
原
則
）

第
３
条　

議
会
は
、全
て
の
会
議
を
原
則
公
開
す
る
と
と
も
に
、

民
主
的
か
つ
効
率
的
な
議
会
運
営
の
も
と
に
、
次
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

⑴　

議
事
機
関
と
し
て
、
町
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
。

⑵　

町
民
の
意
思
が
的
確
に
反
映
さ
れ
、
公
正
で
民
主
的
に

町
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
し
、
け
ん
制
す
る
こ

と
。

⑶　

議
員
相
互
間
の
自
由
か
っ
達
な
討
議
を
通
し
て
意
見
を

集
約
し
運
営
す
る
こ
と
。

⑷　

議
決
責
任
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
の
議
案
等
を
議
決
し
た
と
き
は
、
町
民
に
対
し

て
説
明
す
る
こ
と
。

（
委
員
会
及
び
委
員
長
の
活
動
原
則
）

第
４
条　

芽
室
町
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
62
年
芽
室
町
条
例

第
２
号
）
に
規
定
す
る
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、

次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑴　

審
査
及
び
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
資
料
等
を
公
開
し
、

町
民
に
分
か
り
や
す
い
議
論
を
行
う
こ
と
。

⑵　

町
民
に
対
し
審
査
の
経
過
及
び
所
管
す
る
行
政
課
題
等

に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
意
見
交
換
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
。

⑶　

委
員
長
は
、
副
委
員
長
と
協
議
の
う
え
、
委
員
会
の
秩

序
保
持
に
努
め
、
効
率
的
な
議
事
の
整
理
を
行
い
、
委
員

会
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
。

⑷　

委
員
長
は
、
討
議
に
よ
る
合
意
形
成
に
努
め
、
委
員
長

報
告
を
作
成
し
、
報
告
に
当
た
っ
て
は
、
論
点
、
争
点
等

を
明
確
に
す
る
こ
と
。

（
議
長
及
び
議
員
の
活
動
原
則
）

第
５
条　

議
長
及
び
議
員
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
基
づ
き
、

次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑴　

議
長
は
、
議
会
を
代
表
し
、
公
正
で
民
主
的
か
つ
公
平

な
立
場
に
お
い
て
職
務
を
行
い
、
効
率
的
な
議
会
運
営
を

行
う
こ
と
。

⑵　

議
員
は
、
議
員
相
互
間
の
討
議
を
重
ん
じ
て
活
動
す
る

こ
と
。

⑶　

議
員
は
、
町
政
の
課
題
全
般
に
つ
い
て
、
町
民
の
意
思

を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
能
力
を
高
め
る

不
断
の
研
鑽
に
よ
り
、
町
民
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

活
動
を
す
る
こ
と
。

⑷　

議
員
は
、
議
会
の
構
成
員
と
し
て
公
正
か
つ
誠
実
に
職

務
を
遂
行
し
、
町
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
及
び
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と
。

（
議
員
研
修
の
充
実
強
化
）

第
６
条　

議
会
は
、
議
員
の
政
策
形
成
及
び
立
案
能
力
等
の
向

上
を
図
る
た
め
、
別
に
定
め
る
芽
室
町
議
会
議
員
研
修
要
綱

（
平
成
24
年
３
月
30
日
制
定
）
に
基
づ
き
、
議
員
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
議
員
研
修
の
充
実
、
強
化
に
当
た
り
、
広
く
各

分
野
の
専
門
家
、
町
民
各
層
等
か
ら
情
報
を
得
て
議
員
研
修

計
画
を
策
定
し
、
研
修
会
及
び
研
究
会
な
ど
を
積
極
的
に
開

催
し
ま
す
。

（
議
員
の
政
治
倫
理
）

第
７
条　

議
会
は
、
芽
室
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
（
平
成

24
年
芽
室
町
条
例
第
33
号
）
に
基
づ
き
、
議
員
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
町
民
全
体
の
奉
仕
者
及
び
特
別
公
務
員

と
し
て
の
倫
理
性
を
常
に
自
覚
し
、
自
己
の
地
位
に
基
づ
く

影
響
力
を
不
正
に
行
使
し
ま
せ
ん
。

　
第
３
章
　
町
民
と
議
会
と
の
関
係

（
町
民
参
加
及
び
町
民
と
の
連
携
）

第
８
条　

議
会
は
、
議
会
の
活
動
に
関
す
る
情
報
公
開
、
共
有

を
徹
底
し
、
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
、
町
民
が
議
会
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
本
会
議
及
び
委
員
会
並
び
に
全
員
協
議
会
（
以

下
「
議
会
の
諸
会
議
」
と
い
い
ま
す
。）
の
日
程
及
び
内
容
は
、

事
前
に
町
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
審
議
過
程
及
び
結
果

に
つ
い
て
も
情
報
を
公
開
し
、
共
有
し
ま
す
。

３　

議
会
は
、
本
会
議
及
び
委
員
会
の
運
営
に
当
た
り
、
参
考

人
制
度
や
公
聴
会
制
度
を
十
分
に
活
用
し
、
町
民
の
意
向
及

び
学
識
経
験
者
等
の
専
門
的
か
つ
政
策
的
識
見
等
を
議
会
の

意
思
決
定
に
反
映
し
ま
す
。

４　

議
会
は
、
請
願
、
陳
情
を
町
民
に
よ
る
政
策
提
案
と
位
置

付
け
、
審
査
に
お
い
て
は
、
提
案
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を

確
保
し
ま
す
。

５　

議
会
は
、
議
会
報
告
と
意
見
交
換
会
を
毎
年
開
催
す
る
な

ど
、
広
く
町
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
確
保
し
、
議
会
、

議
員
に
よ
る
政
策
提
案
を
行
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
の
充
実
）

第
９
条　

議
会
は
、
町
政
に
係
る
論
点
、
争
点
の
情
報
を
、
議

会
独
自
の
視
点
か
ら
町
民
に
対
し
て
周
知
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Т
）
の
発
展
を
踏
ま
え

た
多
様
な
広
報
手
段
を
活
用
し
、
多
く
の
町
民
が
行
政
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
議
会
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
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（
議
会
白
書
、
議
会
の
自
己
評
価
）

第
10
条　

議
会
は
、
町
民
に
対
し
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
内

容
を
公
表
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
活
動

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

２　

議
会
は
、
議
会
の
基
礎
的
な
資
料
・
情
報
、
議
会
の
評
価

等
を
１
年
ご
と
に
調
製
し
、
議
会
白
書
と
し
て
町
民
に
公
表

し
ま
す
。

３　

議
会
は
、
議
会
の
活
性
化
に
終
え
ん
が
な
い
こ
と
を
常
に

認
識
し
、議
会
と
し
て
の
評
価
を
１
年
ご
と
に
適
正
に
行
い
、

評
価
の
結
果
を
町
民
に
公
表
し
ま
す
。

４　

議
会
白
書
及
び
議
会
と
し
て
の
評
価
に
関
し
て
必
要
な
事

項
は
、
議
長
が
別
に
定
め
ま
す
。

　
第
４
章
　
町
長
等
と
議
会
と
の
関
係

（
町
長
等
と
議
会
、
議
員
の
関
係
）

第
11
条　

町
長
等
と
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
特
性
を
活

か
す
と
と
も
に
、
政
策
を
め
ぐ
る
論
点
、
争
点
を
明
確
に
し
、

緊
張
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
行
政
を
運
営
し
ま
す
。

２　

議
員
と
町
長
等
と
の
質
疑
応
答
は
、広
く
町
政
上
の
論
点
、

争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
す
。

３　

議
員
は
、
一
般
質
問
等
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
を
十
分
認

識
し
、
単
に
町
長
等
へ
の
質
問
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
討

議
に
よ
る
政
策
論
争
を
展
開
し
ま
す
。

４　

議
員
は
、
一
般
質
問
の
通
告
に
基
づ
き
町
長
等
か
ら
提
出

さ
れ
た
答
弁
書
を
も
と
に
、
討
議
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

５　

議
員
は
、
二
元
代
表
民
主
制
の
充
実
と
町
民
自
治
の
観
点

か
ら
、
法
定
以
外
の
執
行
機
関
の
諮
問
機
関
、
審
議
会
等
の

委
員
に
就
任
し
ま
せ
ん
。

６　

議
長
か
ら
議
会
の
諸
会
議
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
た
町
長

及
び
執
行
機
関
の
長
並
び
に
職
員
（
以
下
「
町
長
等
執
行
機

関
の
長
等
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、
議
員
の
質
疑
及
び
質
問

に
対
し
て
、
議
長
及
び
委
員
長
の
許
可
を
得
て
、
論
点
、
争

点
を
明
確
に
す
る
た
め
反
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７　

議
長
か
ら
議
会
の
諸
会
議
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
た
町
長

等
執
行
機
関
の
長
等
は
、
議
員
又
は
委
員
会
に
よ
る
条
例
の

提
案
、
議
案
の
修
正
、
決
議
等
に
対
し
て
、
議
長
又
は
委
員

長
の
許
可
を
得
て
、
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
政
策
形
成
過
程
等
）

第
12
条　

議
会
は
、
町
長
等
が
提
案
す
る
重
要
な
政
策
等
の
意

思
決
定
に
お
い
て
は
、
そ
の
水
準
を
高
め
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
政
策
形
成
過
程
を
論
点
と
し
て
審
議
し
ま
す
。

⑴　

政
策
等
の
発
生
源

⑵　

検
討
し
た
他
の
政
策
等
の
内
容

⑶　

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
等
と
の
比
較
検
討

⑷　

総
合
計
画
の
実
行
計
画
及
び
個
別
計
画
に
お
け
る
根
拠

又
は
位
置
付
け

⑸　

関
係
あ
る
法
令
及
び
条
例
等

⑹　

政
策
等
の
実
施
に
関
わ
る
財
源
措
置

⑺　

総
合
計
画
上
の
実
行
計
画
及
び
将
来
に
わ
た
る
政
策
等

の
コ
ス
ト
計
算

２　

議
会
は
、
前
項
の
政
策
等
の
提
案
を
審
議
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
政
策
等
の
適
否
を
判
断
す
る
観
点
か
ら
、
立
案
、
決

定
、
執
行
に
お
け
る
論
点
、
争
点
を
明
確
に
し
、
執
行
後
を

想
定
し
た
審
議
を
行
い
ま
す
。

（
評
価
の
実
施
）

第
13
条　

議
会
は
、
決
算
審
査
に
お
い
て
、
町
長
等
が
執
行
し

た
政
策
等
（
計
画
、
政
策
、
施
策
、
事
務
事
業
等
）
の
評
価

（
以
下
「
議
会
の
評
価
」
と
い
い
ま
す
。）
を
行
い
ま
す
。

２　

議
会
は
、
予
算
に
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
会
の
評
価

結
果
を
町
長
等
に
明
確
に
示
し
ま
す
。

（
議
決
事
項
の
拡
大
）

第
14
条　

議
会
は
、
議
決
責
任
と
い
う
役
割
を
果
た
す
観
点
に

立
ち
、地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
。
以
下
「
法
」

と
い
い
ま
す
。）
第
96
条
第
２
項
の
議
決
事
件
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

⑴　

芽
室
町
総
合
計
画
に
係
る
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画

⑵　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、
変
更
及
び
同
協
定
の

廃
止
を
求
め
る
旨
の
通
告

⑶　

芽
室
町
庁
舎
建
設
基
本
計
画

⑷　

芽
室
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
文
書
質
問
）

第
15
条　

議
員
は
、
通
年
議
会
制
度
を
活
用
し
、
休
会
中
に
お

い
て
も
主
体
的
・
機
動
的
な
議
員
活
動
に
資
す
る
た
め
、
議

長
を
経
由
し
て
町
長
等
に
対
し
文
書
質
問
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２　

議
会
は
、文
書
質
問
の
通
告
文
及
び
町
長
等
の
回
答
文
を
、

議
会
だ
よ
り
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
町
民
に
公
表

し
ま
す
。

３　

文
書
質
問
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
芽
室
町
議
会
会
議

条
例
（
平
成
24
年
芽
室
町
条
例
第
32
号
。
以
下
「
会
議
条
例
」

と
い
い
ま
す
。）
で
定
め
ま
す
。

　
第
５
章
　
議
員
相
互
の
討
議

（
自
由
討
議
に
よ
る
合
意
形
成
）

第
16
条　

議
会
は
、
議
員
に
よ
る
討
議
の
場
で
あ
り
、
議
員
相

互
の
討
議
を
中
心
に
運
営
し
ま
す
。

２　

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
会
議
及
び
議
会
の
諸
会
議
へ

の
町
長
等
に
対
す
る
出
席
要
請
は
、
必
要
最
小
限
に
留
め
る

も
の
と
し
、
議
員
間
で
活
発
な
討
議
を
行
い
ま
す
。

３　

議
会
は
、
委
員
会
に
お
け
る
委
員
外
議
員
が
発
言
で
き
る
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機
会
を
保
障
し
ま
す
。

４　

議
会
は
、
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
議

案
、
町
長
提
出
議
案
及
び
請
願
並
び
に
陳
情
等
を
審
議
し
結

論
を
出
す
場
合
に
は
、
議
員
相
互
の
自
由
討
議
に
よ
り
議
論

を
尽
く
し
て
合
意
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
ま
す
。

５　

議
員
は
、
条
例
、
意
見
書
等
の
議
案
の
提
出
を
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
努
め
、
議
員
相
互
の
討
議
に
よ
り
議
論
を
尽
く

し
て
合
意
形
成
を
行
い
ま
す
。

（
議
員
政
策
討
論
会
の
開
催
）

第
17
条　

議
会
は
、
町
政
に
関
す
る
重
要
な
政
策
及
び
課
題
等

に
つ
い
て
、議
会
と
し
て
の
共
通
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
議
員
政
策
討
論
会
を

開
催
し
ま
す
。

２　

議
員
政
策
討
論
会
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
別

に
定
め
ま
す
。

　
第
６
章
　
適
正
な
議
会
機
能

（
適
正
な
議
会
費
の
確
立
）

第
18
条　

議
会
は
、
議
会
費
に
つ
い
て
、
一
定
の
標
準
率
な
ど

を
用
い
て
適
正
な
議
会
活
動
費
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
議
事
機
関
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
円
滑
な
議
会
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
な
予

算
を
確
保
し
ま
す
。

３　

議
会
は
、
議
長
交
際
費
を
含
め
て
、
議
会
費
の
使
途
等
を

議
会
だ
よ
り
及
び
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
町
民
に
公

表
し
ま
す
。

（
議
長
、
副
議
長
志
願
者
の
所
信
表
明
）

第
19
条　

議
会
は
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
に
当
た
り
、
議
会

活
動
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
議
会
の
透
明
性
を
よ
り
一
層

高
め
、
議
会
の
責
務
を
強
く
認
識
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
を
志
願
す
る
者
に
所
信
を
表
明
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

（
附
属
機
関
の
設
置
）

第
20
条　

議
会
は
、
議
会
活
動
に
関
し
、
審
査
、
諮
問
又
は
調

査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
に
条
例
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
で
構
成
す

る
附
属
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

２　

附
属
機
関
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
条
例
で
定
め

ま
す
。

（
調
査
機
関
の
設
置
）

第
21
条　

議
会
は
、
町
政
の
課
題
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
１
０
０
条
の
２
の
規
定

に
よ
り
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
で
構
成
す
る
調
査
機
関

を
設
置
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
調
査

機
関
に
議
員
を
構
成
員
と
し
て
加
え
ま
す
。

３　

調
査
機
関
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
議
条
例
で
定
め
ま

す
。

（
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備
）

第
22
条　

議
会
は
、法
第
１
３
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

芽
室
町
議
会
事
務
局
を
置
き
ま
す
。

２　

議
会
は
、議
会
及
び
議
員
の
政
策
立
案
能
力
を
向
上
さ
せ
、

議
会
活
動
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
、
議
会
事
務
局

の
機
能
の
強
化
及
び
組
織
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。な
お
、

当
分
の
間
は
、
執
行
機
関
の
法
務
及
び
財
務
機
能
の
活
用
、

職
員
の
併
任
等
を
考
慮
し
ま
す
。

３　

議
長
は
、
議
会
事
務
局
の
職
員
人
事
に
関
し
、
そ
の
任
免

権
を
行
使
す
る
も
の
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
町
長
と
協
議
し
ま

す
。

（
議
会
図
書
室
の
充
実
）

第
23
条　

議
会
は
、
法
第
１
０
０
条
第
18
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
図
書
室
を
適
正
に
管
理
し
運
営
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

２　

議
会
図
書
室
は
、
議
員
の
み
な
ら
ず
、
町
民
、
町
長
等
に

お
い
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
議
会
改
革
及
び
活
性
化
の
推
進
）

第
24
条　

議
会
は
、
町
民
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
不
断
の
改

革
及
び
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

２　

議
会
は
、
前
項
の
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、
議
会
活
性
化

計
画
を
策
定
し
、
実
行
と
評
価
に
つ
い
て
全
議
員
で
協
議
し

ま
す
。

３　

議
会
は
、
他
の
自
治
体
議
会
と
の
交
流
及
び
連
携
を
推
進

し
、
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

調
査
、
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

４　

議
会
は
、
議
会
制
度
に
係
る
法
改
正
等
が
あ
っ
た
と
き
、

又
は
議
会
改
革
の
推
進
の
観
点
か
ら
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
速
や
か
に
調
査
、
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

５　

議
会
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
及
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
提
言
そ
の
他
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
議
会
運

営
に
反
映
し
ま
す
。

（
災
害
時
の
対
応
）

第
25
条　

議
会
は
、
町
民
の
生
命
又
は
生
活
に
直
接
影
響
を
及

ぼ
す
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
民
及
び
地
域
の
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
の
業
務
を
継

続
し
、
町
長
等
に
速
や
か
に
必
要
な
要
請
を
行
い
ま
す
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
議

会
の
対
応
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
別
に
定
め
ま
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す
。

　
第
７
章
　
会
議
の
運
営

（
通
年
議
会
）

第
26
条　

議
会
は
、
第
24
条
の
目
的
を
達
成
し
使
命
を
果
た
す

た
め
、
会
期
を
通
年
と
し
ま
す
。

２　

会
期
を
通
年
と
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
会
議
条
例

で
定
め
ま
す
。

（
議
会
運
営
の
原
則
）

第
27
条　

議
会
は
、
民
主
的
か
つ
効
率
的
な
議
会
運
営
を
行
い

ま
す
。

２　

議
会
は
、
芽
室
町
議
会
傍
聴
条
例
（
平
成
24
年
芽
室
町
条

例
第
34
号
）
に
定
め
る
町
民
等
の
傍
聴
に
関
し
て
、
議
案
の

審
議
に
用
い
る
資
料
等
を
提
供
す
る
な
ど
、
町
民
の
傍
聴
の

意
欲
を
高
め
る
議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

３　

議
会
は
、
会
議
を
定
刻
に
開
催
し
、
会
議
を
休
憩
す
る
場

合
に
は
、そ
の
理
由
、再
開
の
時
刻
を
傍
聴
者
に
説
明
し
ま
す
。

　
第
８
章
　
議
員
定
数
・
報
酬
等

（
議
員
定
数
）

第
28
条　

法
第
91
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
芽
室
町
議
会

の
議
員
の
定
数
は
、
16
人
と
し
ま
す
。

２　

議
員
定
数
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
民
主
主
義
の
原
理
を

踏
ま
え
、
附
属
機
関
、
参
考
人
制
度
及
び
公
聴
会
制
度
を
十

分
活
用
し
ま
す
。

３　

議
員
定
数
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
法
第
74
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
町
民
の
直
接
請
求
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
改
正

理
由
の
説
明
を
付
し
て
、
必
ず
議
員
が
提
案
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

（
報
酬
等
）

第
29
条　

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
並
び
に
期
末
手
当
（
以

下
「
報
酬
等
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、別
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
条
例
に
お
い
て
は
、
適
正
な
報
酬
等
の

確
立
を
期
す
た
め
、
報
酬
の
標
準
率
又
は
報
酬
額
を
示
し
ま

す
。

３　

報
酬
等
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
民
主
主
義
の
原
理
を
踏

ま
え
、
附
属
機
関
、
参
考
人
制
度
及
び
公
聴
会
制
度
を
十
分

に
活
用
し
ま
す
。

４　

報
酬
等
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
法
第
74
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
町
民
の
直
接
請
求
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
改
正
理

由
の
説
明
を
付
し
て
、
必
ず
議
員
が
提
案
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

　
第
９
章
　
最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続
き

（
最
高
規
範
性
）

第
30
条　

こ
の
条
例
は
、
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
り
、
こ
の
条

例
に
違
反
す
る
条
例
、
規
則
、
規
程
等
を
制
定
し
ま
せ
ん
。

２　

議
会
及
び
議
員
は
、
こ
の
条
例
を
遵
守
し
ま
す
。

３　

議
会
は
、
議
会
に
関
す
る
憲
法
、
法
律
、
そ
の
他
法
令
等

の
条
項
を
解
釈
し
、
運
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
条

例
に
定
め
る
理
念
、
原
則
に
照
ら
し
て
判
断
し
ま
す
。

（
検
証
及
び
見
直
し
手
続
）

第
31
条　

議
会
は
、
１
年
ご
と
に
、
こ
の
条
例
の
目
的
が
達
成

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
、
公
表
し
ま
す
。

２　

議
会
は
、
前
項
に
よ
る
検
証
の
結
果
、
制
度
の
改
善
が
必

要
な
場
合
は
、全
て
の
議
員
の
合
意
形
成
に
努
め
た
う
え
で
、

こ
の
条
例
の
改
正
を
含
め
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

３　

議
会
は
、
こ
の
条
例
を
改
正
す
る
際
に
は
、
い
か
な
る
場

合
で
も
改
正
の
理
由
、
背
景
を
町
民
に
説
明
し
ま
す
。

　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

（
芽
室
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
廃
止
）

２　

芽
室
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
（
平
成
14
年

芽
室
町
条
例
第
48
号
）
は
廃
止
し
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
廃
止
）

３　

議
会
事
務
局
設
置
条
例（
昭
和
33
年
芽
室
町
条
例
第
８
号
）

は
廃
止
し
ま
す
。

（
芽
室
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
の
廃
止
）

４　

芽
室
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
（
平
成

23
年
芽
室
町
条
例
第
３
号
）
は
廃
止
し
ま
す
。

（
芽
室
町
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
の
廃

止
）

５　

芽
室
町
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る
条
例

（
平
成
23
年
芽
室
町
条
例
第
14
号
）
は
廃
止
し
ま
す
。

　

附　

則
（
平
成
26
年
12
月
25
日
条
例
第
44
号
）

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
27
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則
（
平
成
27
年
３
月
27
日
条
例
第
32
号
）

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
27
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則
（
平
成
28
年
３
月
28
日
条
例
第
22
号
）

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　


